


 

会長挨拶（宮部康弘会長） 

 皆さま、こんばんは。本日はお忙しい中、

観桜会にご参加いただき、誠にありがとうご

ざいます。午前中はあいにくの雨模様でした

が、午後からは晴れ間が広がり気温もほどよ

く、花見日和となりました。せっかくの機会

なので花見の歴史について少し触れたと思い

ます。 

 桜を愛でる「花見」の文化は、実は奈良時

代の貴族たちが中国から伝わった梅を鑑賞し

ていたことに始まります。その後、平安時代

になると、桜が花見の主役となり、和歌に詠

まれたり、宴を催したりと、貴族の間で春の

風物詩として楽しまれるようになりました。

やがて、江戸時代には徳川吉宗が庶民のため

に桜の植樹を奨励し、隅田川や上野といった

名所が生まれ、庶民の間にも花見の文化が広

まっていったのです。 

 桜は、ただ美しいだけでなく、「儚さ」や

「移ろい」といった、日本人の感性そのもの

を映し出す花でもあります。短い間しか咲か

ないからこそ、その一瞬を大切にしようとい

う思いが、今に続く花見の習慣に繋がってい

るのかもしれません。 

 今年も皆さまとご一緒に笑い語らい、心豊

かなひとときを共有できることに、深く感謝

しております。それでは、どうぞ美しい春の

夕暮れと、美味しいお食事、そして心温まる

ひとときを、最後まで、ごゆっくりお楽しみ

ください。本日は皆様のご列席、誠にありが

とうございます。 

 

 

幹 事 報 告 （河島一夫幹事） 

  報告事項 

 次週は５週目にあたりますので、例会休会

となりますのでお間違えの無きようお願い致

します。 

 

<例会変更・取止め> 

●例会変更 

[熊本平成 RC]  

4 月 16 日（水）の例会は、4RC 合同例会のた

め、4 月 9 日（水）に開催日を変更し、18:30

よりANA Crowne ホテルニュースカイにて行い

ます。 

●例会取止め 

[熊本江南 RC]  

4月30日（水）の例会は、クラブ定款に基づき、

取り止めます。 

 

出 席 報 告  

（クラブ管理運営 山口悦史 会員） 

 

 

ス マ イ ル（山下佳介スマイル担当） 

●宮部康弘 君、河島一夫 会員 

「今年も皆様と観桜会を楽しめる事にスマイ

ル致します。本日もよろしくお願い致しま

す。」 
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●伊津野良治 君 

「『行く春を近江の人と惜しみける』の季節

になり、本年を楽しんでいます。有り難うご

ざいます。」 

●松村都子 君 

「本日は急に主人が欠席になり大変申し訳ご

ざいません。皆様にくれぐれも宜しく伝える

ように申し受けて、私のみ出席になりました

事お許し下さい。今日は私だけで楽しみたい

と思います。宜しくお願い致します。」 

●田上裕章 君 

「昨日、松原海水浴場（ビーチ）にて、キャ

ンプ場の清掃活動を行って来ました。キャン

プ場はゴミ等少なく、マナーが上がっている

ようです。今後も定期的に活動を行って、よ

り良い地元活動を行っていきたいと思いま

す。」 

●山口悦史 君 

「先週の例会では寒さに驚いていましたが、

今晩は一転して暖かくなりました。行く先々

で桜も咲きはじめ春本番も近いですね。春の

訪れにスマイルします。」 

●田代 武 君、山口 翼 君、田中慎二 君 

「本日の観月会楽しみにしています。宜しく

お願い致します。」 

●山下佳介 君 

「奥様方のご来訪に感謝してスマイル致しま

す。」 

●河野景治 君、田中純司 君、荒木一之 君、

江上泰弘 君、栗山義則 会員と娘さん 

「本日の花見例会に参加させて頂き、感謝の

スマイル申し上げます。雨も上がり、良い日

と相成りました。楽しい例会を祈念申し上げ

ます。」 

 

 

 

 

観桜例会の様子 

 
 

 
 

 
 

 



 

 
 

 
例会前に創立30周年記念時に植樹した桜の前で

記念撮影 

 

 

 
 2月22日、タイ米山学友会総会がバンコク市

内で開催され、米山学友のほか、日本からロ

ータリー会員3人が駆け付け、参加者は計32人

となりました。 

 
 総会は同学会会長のペチニン ナレスさん( 

1994-96/越谷RC）の挨拶で始まり、各種報告

が行われました。活動報告では、2024年8月に

発生した大雨・洪水によりタイ北部を中心に

大きな被害が出たことについて、同学友会が

取り組んだ被災地域への支援活動などが紹介

されました。 

 

 
 2月22日から25日にかけて、第2620地区米 

山学友会の4人がベトナム北中部のタインホア 

省バートゥオク郡にあるラム・サ小学校チャ

ン村分校を訪問し、1年生から5年生までの33 

人へ自転車の寄贈を行いました。 

 この奉仕活動は、昨年ベトナムに大型の台

風が上陸し、同学友会に所属するレーチュオ

ン ロクさん(2020-22/甲府南RC)の地元であ

る タインホア省が大きな被害を受けたことが

分かり、被災地の子どもたちが安心して学べ

る環境 を整えるために企画されました。 

 自転車を受け取った生徒たちは喜び、日本

語で「ありがとう」と感謝の気持ちを伝えて

くれたそうです。小学校の先生によると、学

習環境が不十分であることに加え、毎年のよ

うにやって来る台風の被害で苦しい状況にあ

るとのこと。通学に苦労する子どもたちの負

担が軽減され、勉強に励むことができるよう

になるとして、「このような支援を受けるこ

とができて本当にありがたい」との言葉をも

らったそうです。 

 同学友会副会長で、現地を訪問したファム 

ゴック アンさん(2020-21/浜松南RC)は、「ま

だまだ困難な状況に置かれている人々がたく

さんいることを改めて実感しました。サポー

トいただいたすべての方々の力を合わせたこ

とで実現できた奉仕活動であり、大きな達成

感を感じ ています」と述べました。 


